
(57)【要約】

【課題】　駆動電圧が高いときであっても第二電極の接

続部が過熱によって損傷する虞が少ない有機ＥＬパネル

を提供する。

【解決手段】　有機ＥＬパネル１は、基板２と、少なく

とも第一電極と有機層と第二電極とを有し基板２に形成

された積層体３と、第二電極１１に導通される陰極端子

８と、を有する。第二電極１１は、有機層６に積層され

る陰極部１１ｂ及び陰極端子８に積層される接続部１１

ａを有する。第二電極１１は、接続部１１ａ，２４ａが

陰極部１１ｂよりも厚く形成されている。陰極端子８は

、第一電極４と同一材料からなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、 少 な く と も 第 一 電 極 と 有 機 層 と 第 二 電 極 と を 有 し 前 記 基 板 に 形 成 さ れ た 積 層 体
と 、 前 記 第 二 電 極 に 導 通 さ れ る 陰 極 端 子 と 、 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 第 二 電 極 は 、 前 記 有 機 層 に 積 層 さ れ る 陰 極 部 及 び 前 記 陰 極 端 子 に 積 層 さ れ る 接 続 部
を 有 し 、 前 記 陰 極 部 よ り も 前 記 接 続 部 が 厚 く 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ
ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 陰 極 端 子 は 、 前 記 第 一 電 極 と 同 一 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 積 層 体 は 、 前 記 接 続 部 と 前 記 陰 極 端 子 を 接 続 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル が 設 け ら れ た
絶 縁 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 一 電 極 と 第 二 電 極 の 間 に 有 機 層 を 挟 持 し た 積 層 体 を 基 板 に 形 成 し た 有 機 Ｅ
Ｌ パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 種 々 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る
。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ 上 に 積 層 体 ３ を 形 成 し た も の で あ り 、 こ の 積 層 体 ３
は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る 第 一 電 極 ４ ， ポ リ イ ミ ド 系 の レ ジ ス ト 材 料 か ら
な る 絶 縁 層 ５ ， 有 機 層 ６ ， ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 等 の 金 属 か ら な る 第 二 電 極 ７ ， Ｉ Ｔ Ｏ か
ら な る 陰 極 端 子 ８ を 有 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。 有 機 層 ６ は 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 及
び 電 子 輸 送 層 か ら な る も の で あ り 、 第 一 電 極 ４ と 第 二 電 極 ７ に 挟 持 さ れ て い る 。 有 機 層 ６
は 封 止 部 材 ９ に 覆 わ れ て お り 、 こ の 封 止 部 材 ９ は ガ ラ ス 基 板 ２ に 接 着 剤 １ ０ に よ り 接 着 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ８ ９ ８ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 二 電 極 ７ は 、 有 機 層 ６ 及 び 陰 極 端 子 ８ に 重 な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 陰 極 端 子 ８ と
電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 第 一 電 極 ４ と 陰 極 端 子 ８ に 電 源 １ １ を 接
続 す る こ と に よ っ て 、 発 光 部 Ｓ が 光 輝 す る 。 発 光 部 Ｓ の 発 光 輝 度 は 、 第 一 電 極 ４ と 陰 極 端
子 ８ の 間 に 印 加 す る 駆 動 電 圧 に 応 じ て 高 く な る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
に 代 わ る 低 消 費 電 力 ， 高 表 示 品 質 及 び 薄 型 化 が 可 能 な デ ィ ス プ レ イ 装 置 と し て 注 目 さ れ て
い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 第 一 電 極 ４ と 陰 極 端 子 ８ の 間 に 印 加 す る 駆 動 電 圧 が 高 い 場 合 に 、 陰 極 端
子 ８ に 導 通 さ れ る 第 二 電 極 ７ の 接 続 部 ７ ａ が 損 傷 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 つ ま り 、 第 二
電 極 ７ か ら 陰 極 端 子 ８ に 流 れ る 電 流 が 大 き い と き 、 第 二 電 極 ７ と 陰 極 端 子 ８ の 間 の コ ン タ
ク ト 抵 抗 に よ っ て 、 接 続 部 ７ ａ の 温 度 が 上 昇 し て 、 接 続 部 ７ ａ が 溶 融 す る 虞 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 こ の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 駆 動 電 圧 が 高 い と き で あ っ て も 第 二 電
極 の 接 続 部 が 過 熱 に よ っ て 損 傷 す る 虞 が 少 な い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 基 板 ２ ， １ ６ と 、 少
な く と も 第 一 電 極 ４ ， ２ ０ と 有 機 層 ６ ， ２ ３ と 第 二 電 極 １ １ ， ２ ４ と を 有 し 前 記 基 板 ２ ，
１ ６ に 形 成 さ れ た 積 層 体 ３ ， １ ７ と 、 前 記 第 二 電 極 １ １ ， ２ ４ に 導 通 さ れ る 陰 極 端 子 ８ ，
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２ １ と 、 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て 、 前 記 第 二 電 極 １ １ ， ２ ４ は 、 前 記 有 機 層 ６ ，
２ ３ に 積 層 さ れ る 陰 極 部 １ １ ｂ ， ２ ４ ｂ 及 び 前 記 陰 極 端 子 ８ ， ２ １ に 積 層 さ れ る 接 続 部 １
１ ａ ， ２ ４ ａ を 有 し 、 前 記 陰 極 部 １ １ ｂ ， ２ ４ ｂ よ り も 前 記 接 続 部 １ １ ａ ， ２ ４ ａ が 厚 く
形 成 さ れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 陰 極 端 子 ８ ， ２ １ は 、 前 記 第 一 電 極
４ ， ２ ０ と 同 一 材 料 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 積 層 体 １ ７ は 、 前 記 接 続 部 ２ ４ ａ と
前 記 陰 極 端 子 ２ １ を 接 続 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル ２ ２ ｂ が 設 け ら れ た 絶 縁 層 ２ ２ を 有 す る
も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 二 電 極 の 接 続 部 の 膜 厚 を 厚 く す る こ と で 接 続 部 の 熱 容 量 が 大 き く な り 、 第 二 電 極 と 陰
極 端 子 の 間 の コ ン タ ク ト 抵 抗 に よ る 発 熱 に よ っ て 接 続 部 が 損 傷 す る 虞 が 少 な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 第 一 実
施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 第 一 実 施 形 態 に つ い て は 、 従 来 例 と 同 一 の 箇 所 に は 同 一 の 符 号
を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ （ 基 板 ） ， 積 層 体 ３ ， 封 止 部 材 ９ を 有 し て い る 。 積
層 体 ３ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る 第 一 電 極 ４ 及 び 陰 極 端 子 ８ ， ポ リ イ ミ ド
系 の レ ジ ス ト 材 料 か ら な る 絶 縁 層 ５ ， 有 機 層 ６ ， ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 か ら な る 第 二 電 極
１ １ か ら な る も の で あ り 、 ガ ラ ス 基 板 ２ の 後 面 に 蒸 着 法 等 の 手 段 に よ り 順 次 積 層 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 一 電 極 ４ は 、 陽 極 部 ４ ａ と 陽 極 リ ー ド 部 ４ ｂ と を 有 し て い る 。 有 機 層 ６ は 少 な く と も
発 光 層 ６ ａ を 有 す る も の で あ る が 、 有 機 層 ６ に 正 孔 注 入 層 ６ ｂ ， 正 孔 輸 送 層 ６ ｃ 及 び 電 子
輸 送 層 ６ ｄ を 設 け て も 良 い （ 図 ２ 参 照 ） 。 絶 縁 層 ５ は 、 第 一 電 極 ４ と 第 二 電 極 １ １ が 短 絡
す る こ と を 防 ぐ も の で あ る 。 封 止 部 材 ９ は ガ ラ ス ま た は 金 属 等 の 材 料 か ら な る も の で あ り
、 ガ ラ ス 基 板 ２ に 接 着 剤 １ ０ に よ り 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 二 電 極 １ １ は 有 機 層 ６ 及 び 陰 極 端 子 ８ に 重 な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 第 二 電 極 １ １
は 陰 極 端 子 ８ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 第 二 電 極 １ １ は 、 陰 極 端 子 ８ 上 に 形 成 さ れ た 接
続 部 １ １ ａ と 、 有 機 層 ２ ３ 上 に 形 成 さ れ た 陰 極 部 １ １ ｂ と を 有 し て お り 、 接 続 部 １ １ ａ の
膜 厚 Ｈ １ は 、 陰 極 部 １ １ ｂ の 膜 厚 Ｈ ２ よ り も 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ 乃 至 図 ５ は 第 二 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ５ は 、 ガ ラ ス 基 板 １
６ （ 基 板 ） ， 積 層 体 １ ７ ， 封 止 部 材 １ ８ を 有 し て い る 。 積 層 体 １ ７ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium T
in Oxide） か ら な る 第 一 電 極 ２ ０ 及 び 陰 極 端 子 ２ １ ， ポ リ イ ミ ド 系 の レ ジ ス ト 材 料 か ら な
る 絶 縁 層 ２ ２ ， 有 機 層 ２ ３ ， ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 か ら な る 第 二 電 極 ２ ４ か ら な る も の で
あ り 、 ガ ラ ス 基 板 １ ６ の 後 面 に 蒸 着 法 に よ り 順 次 積 層 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 一 電 極 ２ ０ は 、 陽 極 部 ２ ０ ａ と 陽 極 リ ー ド 部 ２ ０ ｂ と を 有 し て お り 、 陽 極 部 ２ ０ ａ は
日 字 形 に 配 設 さ れ 、 こ の 陽 極 部 ２ ０ ａ に 各 々 陽 極 リ ー ド 部 ２ ０ ｂ が 連 設 さ れ て い る 。 有 機
層 ２ ３ は 、 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 及 び 電 子 輸 送 層 か ら な る も の で あ る 。 第 一 電
極 ２ ０ は 、 絶 縁 層 ２ ２ 及 び 有 機 層 ２ ３ に よ っ て 第 二 電 極 ２ ４ と 絶 縁 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 絶 縁 層 ２ ２ に は 、 第 一 電 極 ２ ０ の 陽 極 部 ２ ０ ａ に 対 応 す る 箇 所 に 形 成 さ れ た 開 口 部 ２ ２
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ａ と 、 陰 極 端 子 ２ １ と 第 二 電 極 ２ ４ を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 矩 形 の コ ン タ ク ト ホ ー ル ２ ２ ｂ
と が 設 け ら れ て い る 。 ２ ５ は 紫 外 線 硬 化 型 の 接 着 剤 で あ り 、 こ の 接 着 剤 ２ ５ に よ り ガ ラ ス
基 板 １ ６ の 後 面 と 封 止 部 材 １ ８ が 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 二 電 極 ２ ４ は 、 有 機 層 ２ ３ 及 び 絶 縁 層 ２ ２ に 重 な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 コ ン タ ク
ト ホ ー ル ２ ２ ａ で 陰 極 端 子 ２ １ に 導 通 さ れ て い る 。 第 二 電 極 ２ ４ は 、 陰 極 端 子 ２ １ と 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 接 続 部 ２ ４ ａ と 、 有 機 層 ２ ３ 上 に 形 成 さ れ た 陰 極 部 ２ ４ ｂ と を 有 し て
お り 、 接 続 部 ２ ４ ａ の 膜 厚 Ｈ ３ は 、 陰 極 部 ２ ４ ｂ の 膜 厚 Ｈ ４ よ り も 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 一 ， 第 二 実 施 形 態 の 如 く 、 第 二 電 極 １ １ ， ２ ４ の 陰 極 部 １ １ ｂ ， ２ ４ ｂ の 膜 厚 よ り も
、 Ｈ ２ ， Ｈ ４ 接 続 部 １ １ ａ ， ２ ４ ａ の 膜 厚 Ｈ １ ， Ｈ ３ を 厚 く し た こ と に よ っ て 、 接 続 部 １
１ ａ ， ２ ４ ａ の 熱 容 量 が 大 き く な り 、 第 二 電 極 １ １ ， ２ ４ と 陰 極 端 子 ８ ， ２ １ の 間 の コ ン
タ ク ト 抵 抗 に よ る 発 熱 に よ り 、 接 続 部 １ １ ａ ， ２ ４ ａ の 温 度 が 若 干 上 昇 し た と し て も 、 接
続 部 １ １ ａ ， ２ ４ ａ が 溶 融 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ り 、 例
え ば 、 陰 極 端 子 は 、 Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る も の に 限 定 さ れ ず 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 等 か ら な る も の で
あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 有 機 層 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ５ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 要 部 断 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 ２ 　 　 ガ ラ ス 基 板 （ 基 板 ）
　 　 ３ 　 　 積 層 体
　 　 ４ 　 　 第 一 電 極
　 　 ６ 　 　 有 機 層
　 　 ８ 　 　 陰 極 端 子
　 １ １ 　 　 第 二 電 極
　 １ １ ａ 　 接 続 部
　 １ １ ｂ 　 陰 極 部
　 １ ６ 　 　 ガ ラ ス 基 板 （ 基 板 ）
　 １ ７ 　 　 積 層 体
　 ２ ０ 　 　 第 一 電 極
　 ２ １ 　 　 陰 極 端 子
　 ２ ２ 　 　 絶 縁 層
　 ２ ２ ｂ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
　 ２ ３ 　 　 有 機 層
　 ２ ４ 　 　 第 二 電 極
　 ２ ４ ａ 　 接 続 部
　 ２ ４ ｂ 　 陰 極 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机EL面板，其中即使在驱动电压高时，第二
电极的连接部分也可能因过热而损坏。 解决方案：有机EL面板1包括基
板2，具有至少第一电极，有机层和第二电极并形成在基板2上的层压板
3，电连接到第二电极11的阴极端子具有如图8所示，一个。第二电极11
具有层叠在有机层6上的阴极部分11b和层叠在阴极端子8上的连接部分
11a。在第二电极11中，连接部分11a，24a形成得比阴极部分11b厚。阴
极端子8由与第一电极4相同的材料制成。 点域1
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